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複素数平面①（公式）
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　複素数平面の解法

　　�

� 解法 メリット デメリット
① ]�のまま 計算量��少� ]�の慣れが必要
② 極形式 回転，Q�乗 三角関数の計算
③ 図形 計算量��少� 図形の慣れが必要
④  ] �[ \L 万能 計算量��多�
⑤ ベクトル ベクトルで解ける 問題が少ない
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